
令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

人

単位当たりコスト　　　　（円） 289,700 302,476

活動指標の算式 ―

備考活動指標の実績(見込) 8,334
単
位

人 8,125
単
位

保険給付費等交付金（普通交付金）
　　　　　　　　　2,550,454千円
諸収入　　　　　　　　3,300千円従事職員数【人工】 0.05 0.05

人件費 （人工×8,000千円） 400 400

増減額 96,539

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

総事業費：人件費含む （千円） 2,414,359 2,457,615

活動指標名 平均一般被保険者数

決算額又は決算見込額 （千円） 2,413,959 2,457,215

その他 3,300

一般財源

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費 2,550,454

2,553,754

R2
2,457,215

当初予算額

R2
2,157,215

現計予算額

市　債

根拠条例等 国民健康保険法　宇陀市国民健康保険条例

総合計画 基本計画　１－４－３ 国民健康保険・福祉医療費助成の推進

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）国保連合会からの請求に基づき、国保一般被保険者の入
院、入院外、歯科、調剤、食事療養、訪問看護に係る費用
から一部負担金を除いた概ね7割の療養給付費を支払う。

一人当たり保険給付費
315,395円×8,097人＝2,553,753,315円

分担金
負担金

事業 1 一般被保険者療養給付費

項 1 療養諸費

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

事業の目的

国民健康保険の一般被保険者が、疾病・負傷により保険
医療機関等で診療を受けた場合、国保連合会を通して市
は、保険医療機関等へ概ね7割の療養給付費を支払う。これ
により誰もが安心して医療を受けることができる。

款 2 保険給付費

目 1 一般被保険者療養給付費

区分 № 区分名

3 国民健康保険事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 国民健康保険一般被保険者療養給付費

年度 会計 区分
<2020> <7> <2-1-1-1>

Ａ

各年度の療養給付費
H30 H31 R2
実績 実績 見込

一般被保険者数（平均） 8,596 8,334 8,125
療養給付費（千円） 2,376,188 2,413,959 2,457,215
1人当たり療養給付費（円） 276,430 289,652 302,426
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

人

単位当たりコスト　　　　（円） 2,767 3,162

活動指標の算式 ―

備考活動指標の実績(見込) 8,334
単
位

人 8,125
単
位

保険給付費等交付金（普通交付金）
　　　　　　　 　　　24,291千円

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円） 800 800

増減額 ▲ 600

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

総事業費：人件費含む （千円） 23,060 25,691

活動指標名 平均一般被保険者数

決算額又は決算見込額 （千円） 22,260 24,891

その他

一般財源

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費 24,291

24,291

R2
24,891

当初予算額

R2
24,891

現計予算額

市　債

根拠条例等 国民健康保険法　宇陀市国民健康保険条例

総合計画 基本計画　１－４－３ 国民健康保険・福祉医療費助成の推進

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）一般被保険者における柔道整復施術、はり・きゅう、
マッサージ施術及び補装具等の購入に係る費用等の一部を
支給する。

　一人当たり支給額3,000円×8,097人＝24,291,000円

分担金
負担金

事業 1 一般被保険者療養費

項 1 療養諸費

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

事業の目的

国保一般被保険者に対して療養費を払い戻すことで、被
保険者の医療費負担の軽減を図る。

款 2 保険給付費

目 3 一般被保険者療養費

区分 № 区分名

3 国民健康保険事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 国民健康保険一般被保険者療養費

年度 会計 区分
<2020> <7> <2-1-3-1>

Ａ

一般被保険者療養費
H30 H31 R2
実績 実績 見込

一般被保険者数（平均） 8,596 8,334 8,169
療養費（千円） 23,337 22,260 24,291
1人当たり療養費（円） 2,715 2,671 2,974
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

年度 会計 区分
<2020> <7> <2-2-1-1>

3 国民健康保険事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 国民健康保険一般被保険者高額療養費

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

事業の目的

国保一般被保険者が高額な医療費を支払った場合に、そ
の経済的負担を軽減するために1か月の負担限度額を超えた
金額を支払う。 款 2 保険給付費

目 1 一般被保険者高額療養費

区分 № 区分名

事業 1 一般被保険者高額療養費

項 2 高額療養費

根拠条例等 国民健康保険法　宇陀市国民健康保険条例

総合計画 基本計画　１－４－３ 国民健康保険・福祉医療費助成の推進

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）高額医療に該当した国保一般被保険者に対して、1か月単
位で通知し、申請があった者に対して自己負担限度額を超
えて支払った金額を支給する。

　高額療養費　46,519円×8,097人＝376,664,343円

分担金
負担金

その他

一般財源

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費 376,665

376,665

R2
373,224

当初予算額

R2
373,224

現計予算額

市　債

保険給付費等交付金（普通交付金）
　　　　　　　 　 　376,665千円

従事職員数【人工】 0.70 0.70

人件費 （人工×8,000千円） 5,600 5,600

増減額 3,441

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

総事業費：人件費含む （千円） 369,479 378,824

活動指標名 平均一般被保険者数

決算額又は決算見込額 （千円） 363,879 373,224

人

単位当たりコスト　　　　（円） 44,334 46,624

活動指標の算式 ―

備考活動指標の実績(見込) 8,334
単
位

人 8,125
単
位

Ａ

一般被保険者高額療養費
H30 H31 R2
実績 実績 見込

一般被保険者数（平均） 8,596 8,334 8,125
高額療養費（千円） 353,059 363,879 348,798
1人当たり高額療養費（円） 41,072 43,662 42,929
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

人

単位当たりコスト　　　　（円） 1,003 1,442

活動指標の算式 ―

備考活動指標の実績(見込) 8,334
単
位

人 8,125
単
位

保険給付費等交付金（普通交付金）
　　　　　　　　　　　2,800千円
一般会計繰入金　　　　5,600千円従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円） 800 800

増減額 ▲ 2,520

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

各年度の状況

　　平成26年度　　34件　14,220千円
　　平成27年度　　37件　14,418千円
　　平成28年度　　33件　13,796千円
　　平成29年度　　35件　14,652千円
　　平成30年度　　26件　10,871千円
　　平成31年度　　18件　 7,560千円

総事業費：人件費含む （千円） 8,360 11,720

活動指標名 平均被保険者数

決算額又は決算見込額 （千円） 7,560 10,920

その他 5,600

一般財源

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費 2,800

8,400

R2
10,920

当初予算額

R2
10,920

現計予算額

市　債

根拠条例等 国民健康保険法　宇陀市国民健康保険条例

総合計画 基本計画　１－４－３ 国民健康保険・福祉医療費助成の推進

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）国保の被保険者が出産したときに、出産育児一時金42万
円（※1）を支給する。妊娠12週（85日）以降であれば、死
産や流産でも支給し、原則として、国保から医療機関など
に直接支払う。（直接支払制度）

※1：産科医療補償制度加算対象でない場合は、40.4万円
を支給する。（H27年1月改正）

　　＠420,000円×20人＝8,400,000円

分担金
負担金

事業 1 出産育児一時金

項 4 出産育児諸費

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

事業の目的

国民健康保険被保険者の出産に際し、その費用の一部を
助成することで経済的負担の軽減を図る。

款 2 保険給付費

目 1 出産育児一時金

区分 № 区分名

3 国民健康保険事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 国民健康保険出産育児一時金

年度 会計 区分
<2020> <7> <2-4-1-1>

Ａ
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

人

単位当たりコスト　　　　（円） 272 357

活動指標の算式 ―

備考活動指標の実績(見込) 8,334
単
位

人 8,125
単
位

保険給付費等交付金（普通交付金）
　　　　　　　　　　　2,100千円

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円） 800 800

増減額

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

各年度の状況

　　平成26年度　　71件　2,130,000円
　　平成27年度　　56件　1,680,000円
　　平成28年度　　62件　1,860,000円
　　平成29年度　　42件　1,260,000円
　　平成30年度　　59件　1,770,000円
　　平成31年度　　49件　1,470,000円

総事業費：人件費含む （千円） 2,270 2,900

活動指標名 平均被保険者数

決算額又は決算見込額 （千円） 1,470 2,100

その他

一般財源

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費 2,100

2,100

R2
2,100

当初予算額

R2
2,100

現計予算額

市　債

根拠条例等 国民健康保険法　宇陀市国民健康保険条例

総合計画 基本計画　１－４－３ 国民健康保険・福祉医療費助成の推進

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）国保被保険者が死亡したとき、葬儀を執り行った方の申
請により葬祭費3万円を支給する。

　　＠30,000×70人＝2,100,000円

分担金
負担金

事業 1 葬祭費

項 5 葬祭諸費

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

事業の目的

国保被保険者が死亡したとき、葬儀を執り行った方の申
請により葬祭費を支給し、費用軽減を図る。

款 2 保険給付費

目 1 葬祭費

区分 № 区分名

3 国民健康保険事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 国民健康保険葬祭費

年度 会計 区分
<2020> <7> <2-5-1-1>

Ａ

-347-



令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

年度 会計 区分
<2020> <7> <2-6-1-1>

3 国民健康保険事業特別会計

事業
区分

新規
事業
名 国民健康保険傷病手当金

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

事業の目的

新型コロナウイルス感染症に感染するなど一定の要件を
満たした国民健康保険に加入している被用者（給与の支払
いを受けている者）に対して傷病手当金を支給する。 款 2 保険給付費

目 1 傷病手当金

区分 № 区分名

事業 1 傷病手当金

項 6 傷病手当金

根拠条例等 国民健康保険法　宇陀市国民健康保険条例

総合計画 基本計画　１－４－３ 国民健康保険・福祉医療費助成の推進

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）(1)対象者は、被用者で新型コロナウイルス感染症に感染し
た者または発熱等の症状が有り感染が疑われる者
(2)支給期間は、労務に服することができなくなった日から
起算して3日経過した日から労務に服することができない期
間
(3)支給額は、直近の継続した3月間の給与収入の合計額を
就労日数で除した金額×2／3×日数（給与等の全部又は一
部を受けることができる期間を除く）
(4)適用期間は、令和2年1月1日から規則で定める日の間で
療養のため労務に服することができない期間（ただし、入
院が継続する場合最長1年6カ月まで）

分担金
負担金

その他

一般財源

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費 100

100

R2

当初予算額

R2
642

現計予算額

市　債

保険給付費等交付金（特別交付金）
　　　　　　　　　　　　100千円

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

増減額 100

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

国民健康保険に加入する被用者が新型コロナウイルスに
感染した際、休みやすい環境を整えることで感染拡大防止
が図れる。

総事業費：人件費含む （千円）

活動指標名

決算額又は決算見込額 （千円）

単位当たりコスト　　　　（円）

活動指標の算式

備考活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

Ａ
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

年度 会計 区分
<2020> <7> <3--->

3 国民健康保険事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 国民健康保険事業費納付金

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

事業の目的

「持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保
険法等の一部を改正する法律」が成立し、平成30年度から
都道府県が財政運営の責任主体となり、安定的な財政運営
や効率的な事業の確保等、国保運営の中心的な役割を担う
こととなった。このことにより、都道府県は市町村が支払
う保険給付費の全額を保険給付費等交付金として支払い、
市町村はその財源の一部として納付金を納付する。

款 3 国民健康保険事業費納付金

目

区分 № 区分名

事業

項

根拠条例等 国民健康保険法

総合計画 基本計画　１－４－３ 国民健康保険・福祉医療費助成の推進

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）県単位化により、県全体の保険給付費の総額から公費等
を差し引いた額が各市町村に納付金として割り当てられ
る。その際、市町村ごとに標準保険料率を算定し提示され
るため、それを元に賦課徴収し、納付金として納付する。

　一般被保険者医療給付分　　　　　　747,473千円
　一般被保険者後期高齢者支援金等分　233,497千円
　介護納付金分　　　　　　　　　　　 76,759千円

分担金
負担金

その他 237,051

一般財源 673,178

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費 147,500

1,057,729

R2
979,940

当初予算額

R2
979,940

現計予算額

市　債

一般会計繰入金　　　237,051千円
保険給付費等交付金（特別交付金）
　　　　　          147,500千円従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円） 1,600 1,600

増減額 77,789

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

奈良県では、同じ所得・世帯構成であれば県内のどこに
住んでも保険料水準が同じことを目標に納付金の算定方法
を導入する。

国保事業費納付金と保険給付費等交付金の仕組みによ
り、大幅に保険給付費が増加しても財政運営ができるよう
になる。

総事業費：人件費含む （千円） 933,817 981,540

活動指標名 平均一般被保険者数

決算額又は決算見込額 （千円） 932,217 979,940

人

単位当たりコスト　　　　（円） 112,049 120,154

活動指標の算式 ―

備考活動指標の実績(見込) 8,334
単
位

人 8,169
単
位

Ａ
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▲ 3,268

18,883

R3予算額 27,276

R2

R2
30,544

特定財源の状況事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込）

使用料
手数料

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

総事業費：人件費含む （千円） 21,776 30,867

現計予算額

増減額

人件費 （人工×8,000千円）

従事職員数【人工】

分担金
負担金

年度 会計 区分
<2020> <7> <4-1-1-1>

保健事業（疾病予防）

基本計画　１－１－２ 保健事業の充実

根拠条例等 国民健康保険法

総合計画

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

3 国民健康保険事業特別会計

保険年金課

事業の目的

レセプト点検やジェネリック医薬品の使用促進により、
医療費の適正化を図る。

人間ドック・脳ドック受診費用を助成することにより、
被保険者の健康増進、疾病の早期発見・早期治療を促す。

款 4 保健事業費

目 1 疾病予防費

項 1 保健事業費

事業
区分

継続
事業
名

所管課 (市民環境部) 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

区分 № 区分名

30,544
当初予算額

事業 1 疾病予防費

国　費

県　費 8,393

市　債

その他

一般財源

単位当たりコスト　　　　（円） 2,613 3,799

備考

保険給付費等交付金（特別交付金）
　　　　　　　　　　　8,393千円

2,000

活動指標名

活動指標の実績(見込) 人

2,000

平均被保険者数

活動指標の算式 -

8,334
単
位

人 8,125
単
位

決算額又は決算見込額 （千円） 19,776 28,867

0.25 0.25

Ａ

保健事業の状況
H29 H30 R1

人間ドック受診者数 402 396 388
脳ドック受診者数 216 187 172
医療費通知件数 26,186 26,495 20,185
ジェネリック差額通知件数 2,881 - -

（千円）
会計年度任用職員人件費 1,734
需用費 249
役務費 766
委託料 24,080
使用料及び賃借料 11
負担金 436

合計 27,276

人間ドック・脳ドック委託料等

コピー使用料

ジェネリック希望シール等

結核・精神データ処理手数料等

連合会ネットワーク関連負担金
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年度 会計 区分
<2020> <7> <4-1-1-2>

3 国民健康保険事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 保健事業（健康総合対策）

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

事業の目的

レセプト点検、データ分析の結果に基づき取り組むべき
健康課題を明確にすることで、被保険者の健康増進や医療
費の適正化を図る。 款 4 保健事業費

目 1 疾病予防費

区分 № 区分名

事業 2 健康総合対策事業費

項 1 保健事業費

根拠条例等 国民健康保険法

総合計画 基本計画　１－１－２ 保健事業の充実

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

その他 200

一般財源 3,265

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費 135

3,600

R2
3,230

当初予算額

R2
3,230

現計予算額

市　債

保険給付費等交付金（特別交付金）
　　　　　　　　　　　　135千円
諸収入　　　　　　　　　200千円従事職員数【人工】 0.25 0.25

人件費 （人工×8,000千円） 2,000 2,000

増減額 370

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

健康チェック事業
気軽に健康チェックを受ける機会を設け、即時に結果を

提供することで、健康への関心を高め、重症化予防のきっ
かけを作る。

うだ体操事業
市民を対象に運動習慣化のきっかけを提供し効果的な体

の動かし方を示すことで、健康増進と医療費の伸びを抑制
することにつなげる。

総事業費：人件費含む （千円） 2,824 3,515

活動指標名 平均被保険者数

決算額又は決算見込額 （千円） 824 1,515

人

単位当たりコスト　　　　（円） 339 433

活動指標の算式 ―

備考活動指標の実績(見込) 8,334
単
位

人 8,125
単
位

Ａ

（千円）
会計年度任用職員 1,769
報償費 20
需用費 387

役務費 101
使用料及び賃借料 1,318

公課費 5
合計 3,600

健康チェック謝礼

広報折込手数料・公用車車検費用

各種保健事業消耗品
健康カレンダー印刷代等

公用車重量税

公用車リース
健康チェック機器使用料
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年度 会計 区分
<2020> <7> <4-2-1-1>

3 国民健康保険事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 特定健康診査事業

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

事業の目的

健康診査の実施により、メタボリックシンドローム該当
者及びその予備軍を早期に発見し、保健指導を行うこと
で、生活習慣病を予防し、将来的な医療費の適正化と抑制
を図ることを目的とする。

款 4 保健事業費

目 1 特定健康診査等事業費

区分 № 区分名

事業 1 特定健康診査費

項 2 特定健康診査等事業費

根拠条例等 高齢者の医療の確保に関する法律

総合計画 基本計画　１－１－２ 保健事業の充実

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）保健センターでの集団健診を中心に、健診受診率の向上
をめざし、下記の施策を推進する。今年度は、受診率の向
上を図るため、特定健診の自己負担金を無料化する。
【特定健康診査関係】
　・電話や文書による特定健診の受診勧奨
　・Webによる健診申込
　・歯周病健診
　・お早め健診

分担金
負担金

その他

一般財源 11,311

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費 18,976

30,287

R2
31,324

当初予算額

R2
31,324

現計予算額

市　債

保険給付費等交付金（特別交付金）
　　　　　　　　　　 18,976千円

従事職員数【人工】 0.25 0.25

人件費 （人工×8,000千円） 2,000 2,000

増減額 ▲ 1,037

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

総事業費：人件費含む （千円） 19,902 31,244

活動指標名 平均被保険者数

決算額又は決算見込額 （千円） 17,902 29,244

人

単位当たりコスト　　　　（円） 2,388 3,845

活動指標の算式 ―

備考活動指標の実績(見込) 8,334
単
位

人 8,125
単
位

Ａ

特定健康診査の状況
H29 H30 R1

対象者数（40歳以上） 6,603 6,417 6,202
受診者数 2,080 2,015 2,044
受診率（法定報告分） 31.5% 31.4% 33.0%
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年度 会計 区分
<2020> <7> <4-2-1-2>

3 国民健康保険事業特別会計

事業
区分

継続
事業
名 特定保健指導事業

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

事業の目的

健康診査の実施により、メタボリックシンドローム該当
者及びその予備軍を早期に発見し、保健指導を行うことで
生活習慣病を予防し、将来的な医療費の適正化と抑制を図
る。

款 4 保健事業費

目 1 特定健康診査等事業費

区分 № 区分名

事業 2 特定保健指導費

項 2 特定健康診査等事業費

根拠条例等 高齢者の医療の確保に関する法律

総合計画 基本計画　１－１－２ 保健事業の充実

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）　
　・さらっとヘルシー教室
　・特定保健指導業務委託（来所型）
　・糖尿病性腎症保健指導事業
　・ロコモティブシンドローム予防のための運動指導
　・運動教室利用助助成事業

分担金
負担金

その他

一般財源 2,297

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費 228

2,525

R2
2,168

当初予算額

R2
2,168

現計予算額

市　債

保険給付費等交付金（特別交付金）
　　　　　　　　　　　　228千円

従事職員数【人工】 0.25 0.25

人件費 （人工×8,000千円） 2,000 2,000

増減額 357

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

総事業費：人件費含む （千円） 2,328 4,168

活動指標名 平均被保険者数

決算額又は決算見込額 （千円） 328 2,168

人

単位当たりコスト　　　　（円） 279 513

活動指標の算式 ―

備考活動指標の実績(見込) 8,334
単
位

人 8,125
単
位

Ａ

特定保健指導の状況
H29 H30 R1

対象者数 228 287 225
指導支援修了者数 37 70 98
指導支援終了率 16.2% 24.3% 43.6%
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年度 会計 区分
<2020> <13> <--->

3 国民健康保険事業特別会計（直診）

事業
区分

継続
事業
名 宇陀市国民健康保険直営診療所事業

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市国民健康保険事業特別会計（直診）予算

事業の目的

国民健康保険法の規定に基づき、国民健康保険の被保険
者等住民に対し療養の給付を行うため、宇陀市国民健康保
険直営診療所を東里地域、田口地域に設置している。

過疎化・高齢化が進む医療過疎地域であり交通の便も悪
く、総合的な診療を行う宇陀市立病院に行くにも不便であ
るため、へき地診療所において一次診療を行い、早期に病
気の原因を見極めて、高度な医療が必要な場合は、宇陀市
立病院と連携を図り、早期治療ができるよう医療体制の充
実を促進する。

款

目

区分 № 区分名

事業

項

根拠条例等 宇陀市国民健康保険直営診療所条例、宇陀市国民健康保険直営診療所管理運営規則

総合計画 基本計画　１－４－１ 医療体制の充実

R3年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金
負担金

その他 15,347

一般財源 66,389

R3予算額

使用料
手数料

国　費

県　費 264

82,000

R2
82,300

当初予算額

R2
98,465

現計予算額

市　債

施設整備補助金　　 264千円
一般会計繰入金  15,347千円

従事職員数【人工】 4.00 4.00

人件費 （人工×8,000千円） 32,000 32,000

増減額 ▲ 300

事 業 の コ ス ト 令和元年度(実績) 令和2年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

総事業費：人件費含む （千円） 95,784 130,465

活動指標名 患者数

決算額又は決算見込額 （千円） 63,784 98,465

人

単位当たりコスト　　　　（円） 27,320 36,240

活動指標の算式 ―

備考活動指標の実績(見込) 3,506
単
位

人 3,600
単
位

Ａ

診療収入 38,775,729 円 37,782,784 円
使用料及び手数料 204,527 円 273,631 円
県支出金 2,950,000 円 588,000 円
繰入金 32,606,464 円 28,379,222 円
諸収入 1,436,342 円 1,343,677 円
市債 2,900,000 円 0 円
繰越金 1,315,331 円 7,018,730 円

歳入合計 80,188,393 円 75,386,044 円

総務費 46,044,428 円 41,003,882 円
医療費 25,164,457 円 21,623,131 円
公債費 1,960,778 円 1,157,222 円
前年度繰上充用金 0 円 0 円

歳出合計 73,169,663 円 63,784,235 円

差引 7,018,730 円 11,601,809 円

患者数（東里） 2,200 人 1,995 人
患者数（田口） 1,595 人 1,511 人

計 3,795 人 3,506 人

H30 R1
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